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一
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る
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定
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取
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お
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〇
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ー
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一
一
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三
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照
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だ
さ
い
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位

第
三
位
 

▼
上
級

第

一
位

第
一
一
位

第
三
位
 

伊
丸
岡
優
希
 

今
 
貴

洋
 

今
 
清
貴
 

岡
田

葛
西

宮
崎

泉
谷

今
 

賢
弥

伸
哉

秀
人

大
介
 

啓
 

今
 

奈
良

今
 

正 岳 正 
秀 薫 幸 

喜
良
市
小
学
校
校
内
ス
キ
ー
大
会
記
録
 

三
月
六
日

双
葉
町

ス
キ

ー
場
 

◆
レ
ー
ス
 

▼
一
年
男
子

第
一
位
 
鳴
海

第
二
位
 
松
橋

第
三
位
 
今

▼
一
年
女
子

第

一
位
 
斎
藤

第
二
位
 
葛
西

第
三
位
 
桜
庭

▼
二
年
男
子

第

一
位
 
今

第
二
位
 
岡
田

第
三
位
 
工
藤

▼
二
年
女
子

第

一
位
 
三
上

第
二
位
 
高
橋

第
三
位
 
桑
田

▼
三
年
男
子

第

一
位
 
西
村

第
二
位
 
泉
谷

第
三
位
 
泉
谷

▼
三
年
女
子

第

一
位
 
今

第
二
位
 
今

第
三
位
 
棟
方

▼
四
年
男
子

第

一
位
 
鳴
海

第
一
一
位
 岡
田

第
三
位
 
今
 
 

▼
四
年
女
子
 

第

一
位
 
今
 
千

幸

第
二
位
 
太
田
 
佳
子

第
三
位
 
柏
谷
済
成
子

▼
五
年
男
子
 

第

一
位
 
大
橋
架
早
男

第
二
位
 
宮
崎
 
浩
司

第
三
位
 
桑
田
 
貴
幸

▼
五
年
女
子
 

第

一
位
 
大
橋
ひ
か
る

第
二
位
 
宮
崎
 
愛

第
三
位
 
藤
元
 

葵

▼
六
年
男
子
 

第

一
位
 
芦
田
 
嗣
大

第
二
位
 
斎
藤
 
太

一

第
三
位
 
伊
丸
岡
孝
介

▼
六
年
女
子
 

第

一
位
 
福
士
 
陽
子

第
二
位
 
加
藤
 
馨
子

第
三
位
 
吉
村
 
裕
子

◆
回
転
 

▼
一
年
男
子
 

第

一
位
 
大
橋
 
正
弥

第
二
位
 
伊
丸
岡
大
樹

▼
一
年
女
子
 

第

一
位
 
葛
西
 
伸
映

第
二
位
 
斎
藤
 
増
重

▼
二
年
男
子
 

第

一
位
 
今
 
清

貴
 

第
二
位
 
今
 
貴
洋

第
三
位
 
伊
丸
岡
優
希

▼
二
年
女
子
 

第
一
位
 
三
上
 
里
奈

第
二
位
 
桑
田
 
昌
代

第
三
位
 
高
橋
 
千
紘

▼
三
年
男
子
 

第
一
位
 
泉
谷
 
大
介

第
二
位
 
米
谷
 
敏
昭

第
三
位
 
白
川
 
隆
也

▼
三
年
女
子
 

第

一
位
 
今
 
詩

子

第
二
位
 
棟
方
加
奈
子
 

第
三
位
 
今

▼
四
年
男
子
 

第

一
位
 
古
川
 
卓
寛

第
二
位
 
鳴
海
 
健
一

第
三
位
 
葛
西
 
伸
哉

▼
四
年
女
子
 

第

一
位
 
今
 
千
幸

第
二
位
 
大
橋
寿
美
子

第
三
位
 
柏
谷
済
成
子

▼
五
年
男
子
 

第

一
位
 
宮
崎
 
浩
司

▼
五
年
女
子
 

第

一
位
 
宮
崎
 

愛

第
二
位
 
山
口
恵
利
花

第
三
位
 
桑
田
 
歩

▼
六
年
男
子
 

塵
芥
収
集
車
が

一
台
新
車
に
 

「厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金」
 

還
元
融
資
 

こ
れ
ま
で
も
塵
芥
収
集
車
は
 
年
金
国
民
年
金
積
立
金
』
か
ら

三
台

（
燃え
る
ゴ
ミ
収
集
車
一
一
 

 

融
資
を
受
け
買
い
換
え
た
も
の

台
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
収
集
車

一
 
で
総
額
七
、三
〇
七
、四

一
〇
円
。
 

台
）
あ
っ
た
が
、
家
庭
か
ら
出
  

こ
の
新
し
い
塵
芥
収
集
車
を

る
燃
え
る
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
一
 
大

切
に
使
う
た
め
に
も
、
家
庭

台
が
古
く
な
り
業
務
に
支
障
が
 
ゴ

ミ
の
分
別
に
ご
協
力
お
願
い

出
て
き
た
た
め
、
全
額
『
厚
生
 
い
た
し
ま

す
。
 

川川川川金木だより ⑩ 

昇 
f・ 

(
 

(
 



(
 

諸
外
国
と
比
べ
て
、
日
本
の
献
血
率
は
高
い
の
が
実
情
で
す
。
 

平
成
元
年
は
、
延
べ
約
八
百
七
十
万
人
の
方
が
献
血
を
さ
れ
ま
し

た
。
レ
か
レ
、
そ
の
一
割
に
当
た
る
約
八
十
二
万
人
の
方
が
、
血

圧
が
低
い
、
血
液
の
比
重
が
不
足
レ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
献
血

に
不
適
格
と
さ
れ
、
そ
の
善
意
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

そ
こ
で
、
採
血
基
準
を
四
月
一
日
か
ら
改
正
し
、
い
ま
ま
で
不

適
格
と
さ
れ
採
血
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
、
献
血
に
参
加
で

き
る
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
、
国
内
で
行
わ
れ

て
い
る
献

血
方
法
は
、
大
き
く
分
け

て
二
通
り

あ
り
ま
す
。
 
一
つ
は
、
血
液
を
そ
の

ま
ま
献
血
し
て
い
た
だ
く
「全
血
献
血
」
、
 

▼
採
血
基
準
の
改
正
 

も
う
 

つ
は
、
皿
職
の
構
成
成
分
で

あ
る
血
小
板
や
血
梁
だ

け
を
い
た
だ

き
、
残
り
を
体
内

（
返
す
「
成
分
献

血
」
で
す
。
全
血
献
血

に
は
、
二
百

戒
と
四
百
戒
の
二
種
類
が
あ
る
た
め
、
 

成
分
献
血
と
合
わ

せ
る
と
全
部
で
三

種
類
 
ー
こ
の
な
か
か

ら
い
ず
れ
か

の
方
法
を
自
由
に

選
ん
で
、
献
血
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
現
在
の
採
血
基
準
は

昭

和
六
十
 
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
す
で
に
五
年

が
経
過
し

て

い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
蓄
積
さ
れ

た

医
学
的
安
全
性
や
諸
外
国
の
例
が
検

討
さ
れ
、
採
血
基
準
を

改
正
し
、
平

成
一ニ
年
四
月
一
日
か
ら

実
施
す
る
・
】
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ガ
血
液
比
重

と

は

ガ
 

同
じ
体
積
の
水

の
重
さ
を
、
 

4
と
し
た
場
合
の
血
液
の
重
さ

の
比
を
い
い
ま
す
。
日
本
人
の

正
常
範
囲
は
、
男
性
、
 
一
、〇
五

一
丁
一
、
Q
ハ
〇
、女
性
は

一
、
〇

四
九
5
一
、
〇
五
六
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
女
性
は
も
と
も
と
男

性
よ
り
赤
血
球
が
少
な
い
た
め

比
重
ガ
低
い
の
が
普
通
で
す
。
 

町
 
改
正
さ
れ

た
 
川

町
 
四
つ

の
ポ

イ
ン
ト
 

町
 

そ
れ
で
は
、

従
来
の
採
血
基
準
と

ど
の
よ
う
な
点
が
違
う
の
で
し
ょ

う

か
。
大
き
く
改
正
さ
れ
た
四

つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

国
血
液
の
比
重
が

採
血
基
準
に
達
し

な
い
女
性
の
方
も
、

献
血
で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
 

女
性
の
低
比
重
は
、

必
ず
し
も
女

性
の
不
健
康
を
示

す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
血
液
中

の
赤
血

球
の
数
の
違
い
（
女
性
は
男
性
に
比

べ
て
、
約
 
割
少

な
い
）
に
よ
る
、
 
 

生
理
的
な
も

の
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
方
は
、
 

こ
れ
ま
で
献
血
で
き
ま
せ
ん
で
し

た

が
、
今
回
の
改
正
で
献
血
方
法
に

よ

っ
て
は
、
善
意
が
生
か
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
献
血
の
方
法

は
血
葉
成
分
献
血
と
い
わ
れ

る
も
の

で
、
血
液
中
の
血
葉
だ
け
を
採
血
し
、
 

回
復
が
遅
く
、
女
性
に
は
男
性
よ
り

少
な
い
赤
血
球

な
ど
の
成
分
を
体
内

に
返
す
も
の
で

す
。
事
前
に
赤
血
球

指
数
の
検
査
を

行
い
、
標
準
域
で
あ

れ
ば
血
葉
成
分
献
血
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

成
分
献
血
は
、
全
血
献
血
に
比

べ

時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
設
備
の
整

っ
た
最
寄
り
の
献

血
セ
ン
タ
ー
か
献

血

ル
ー
ム
で
は
、
ゆ
っ
く
り
献
血
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
献
血
し
た
く

て
も
献
血
場
所
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
最
寄
り

の
日
本
赤

1
字
社
や
血

液
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
都
道
府
県

や

市
区
町
村
の
献
血
の
窓
日

（
、
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

図
血
圧
が
低
い

（
低
血
圧
）
人
も
、
 

献
血
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
最
高
血
圧
が
 
〇

〇

m
H
Gを
超
え
て
い
な
い
と
．
献

血
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後

は
す
べ
て
の
献
血

方
式
に

つ
い
て
、
 

最
高
血
圧
の
ド
限
が
九
〇

m
H
Gと

な
り
ま
し
た
。
 

回
体
重
の
軽
い

人
も
、
成
分
献
血
が
 
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

従
来
の
採
血
基
準
で
は
、

体
重
五

十
鵬
未
満
の
人
は
、
二
百

d
献
血
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今

回
の
改
正
で
、
男
性
四
十
五
）

以
上
、
 

女
性
四
十
昭

以
上
の
方
も
、

成
分
献

血
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

囲
血
葉
成
分
採
血
は
、
体
重
を
目
安

に
採
血
葉
量
を
選
択
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
 

血
葉
成
分
献
血
は
、
献
血
す
る
人

の
体
重
を
目
安
に
、
本
人
の
希

望
に

よ
り
三
百

ー
六
百
戒
ま
で
献
血
で
き

ま
す
。
 

ど
ん
な
に
時
代
が
進
ん
で
も
、

献

血
は
人
間
に
し

か
で
き
な
い
最

も
尊

い
行
為
で
す
。
安
全
で
安
心
な

輸
血

を
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
、
」
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。
 

万
成

分

献

血
と
は

ガ
 

血
液
中
の
特
定
成
分
（
血
奨

や
血
小
板
な
ど
）
だ
け
を
と

り

出
す
も
の
で
、
ほ
か
の
成
分
（
赤

血
球
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
献
血

さ
れ
る
方
に
返
す

方
法
で
す
。
 

最
新
の
医
療
技
術
が
可
能
に
し

た
、
効
率
的
で
ム
ダ
の
な
い
献

血
で
、
い
ま
世
界
各
国
で
、
安

全
で
し

か
も
確
か
な
方
法
と
し

て
、
広
＜
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑩ 金木だよりIII川I'll 

●

採
血
基
準
の
改
正
 

血
液
の
比
重
と
血
圧
の
基
準
を
見
直
し
 

体
重
別
の
血
楽
採
血
基
準
を
導
入
 



も も か 

百 花ちゃん 
1月29日生まれ 

体重 3, 240 g 
金 木 沢 部 

高松 満さんの長女 

お
 

ろ
 

ひ 

大 郎ちゃん 
2 月 4 日生まれ 

体重 2,900 g 
嘉 瀬 東 町 

秋元令士さんの長男 

金木病院カルテ⑨ 

「金木病院の思い出」 

公立金木病院総婦長 

加賀谷睦子 

」」
難
郵
一
ぐ
肩（
難」
雄
）
一

「
鶏
 

野
村
す
み
れ
（
卓
 
司
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

松
帰
郵
叫
論

瀬
 

紅
）舞
餌
）一
競
？「
”
競ーン
 

舜
舞
舞
媛
市
鵬
『競
一か
 

（
」鯉
一「
難離
町
競
鷲
一
「一
喋
 

（
葛
西
千
代
行
（
千
代
美
）
木
造
町
新
岡
 
慶

一
（7
3)
 
"
 

「
出
町
富
士
美
（
繁
富
）嘉
瀬
 

葛
西
 
つ
え
（
7
5)
 
1
1
 

e
「
）＼一
輪轟
市
」」熱
一
ぎ
“倉

 

一
  

P
主ョ
 

f
籍

う
 

(1
の

【、
、
 

く
窓
 

ニ
月
届
出
分
 

お
め
で

と
う
 

伊
丸
岡
広
樹
（
密
 
博
）
喜
良
市

高
松
 
百

花
（
 
満
 
）
金
 
木

秋
元
 
大
郎
（
令
 
士
）
嘉
 
瀬

白
川
 

隼
（
 
亘
 
）
金
 
木

石
戸
谷
亮
仁
（
竜
 
海
）
金
 木
 

私
が
初
め
て
金
木
に
来
た
の

は
昭
和
二

十
九
年
三
月
の

こ
と

で
、
当
時

の
金
木
病
院
は
郷
土

の
作
家
太
宰
治
も
通
っ
た
と

い

う
金
木
尋
常
小
学
校
を

一
部
改

築
し
た
も
の
で
、
教
室
が
そ
の

ま
ま
外
来
や
人
院
室
に
な
っ

て
 
 お

り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
冬
の

寒
さ
も
厳
し
く
雪
も
多
く
、
吹

雪
の
日
な
ど
は
病
室

の
廊
下
の

一
面
真
っ
白
に
雪
が
吹
き
込
む

状
態
で
、
そ
の
た
め
そ
の
雪
を

か
き
出
し

た
り
は
ず
れ
た
戸
や

窓
を
打
ち
付
け
た
り
し

た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
 一
冬
に
何
度

か
津
軽
鉄
道
も
ス
ト
ッ
プ
し
、
 

身
内
が
訪
ね
て
き
て
も
三
日
も

四
日
も
帰
れ

な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
三
年
十
月
に
そ
れ

ま
で

の
厚
生
連
金
木
病
院
か
ら

金
木
と
中
里
両
町
で
運
営
さ
れ

る
公
立
金
木
病
院
と
な
り
、
昭

和
三
＋
五
年
八
月
に
は
新
し
い
 
 病

院
が
落
成
し
、
百
五
十
床
で

診
療
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
正

面
を
入
り
左
側
に
進
む
と
左
側

に
事
務
室
、
右
側
に
薬
局
が
あ

り
、
そ
の
先
に
各
科
外
来
が
あ

り
、
検
査
室
・
看
護
婦
詰
所
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

の

看
護
婦

は
助
手
も
含
め
二
十
一
一

名
で
当
直
制
で
し
た
。
そ
の
後

手
術
室
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
・
厨

房
な
ど

が
出
来
、
詰
所
も
移
さ

れ
、
患
者
数
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
三
年
の
十
勝
沖

地
震

の
と
き
に
胆
嚢
を
摘
出

さ

れ
て
四
日
目
の
患
者
が
点
滴
を
 

】
人
で
は
ず
し
て
逃
げ
た
の
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
詰
所
 

)
 

 

の
壁
に
大
き
な
亀
裂
も
山
来
ま

し
た
。
昭
和
四
＋
年
代
後
半
に

は
交
通
事
故
が
多

発
し
、
特
に

砂
利
道
で

の
バ
イ
ク
の
転
倒
事

故
が
多
く
、
傷
ロ
に
く
い
込
ん

だ
小
石
を
取
り
出
す
の

に
時
間

が
か
か
っ
た
も
の
で
し
た
。
 

昭
和
五
十
二
年
十
月
に
は
創

立
二
十
周
年
記
念

行
事
が
盛
大

に
挙
行
さ
れ
、

そ
の
頃
よ
り
地

域
医
療
の
発
展

・
充
実
の
た
め

病
院
の
新
築
が
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
両
町
民
の

要
望
は
遂
に
実
現
さ
れ
、
昭
和

五
十
八
年
八
月
に
新
病
院
が
落
 
 成

し
ま
し
た
。
看
護
婦
も
増
員

さ
れ
三
交
替
制

（
日
勤
・
準
夜
・

深
夜
）
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

現
在
看
護
婦
は
七
十
六
名
と

な
り
、
よ
り
充
実
し
た
看
護
が

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 

今
後
訪
問
看
護

な
ど
も
よ
り
広

く
実
施
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
昨
年
十

一
月
よ
り
眼

科
も
新
設
さ
れ
、
平
成
三
年
度

か
ら
は
白
内
障
な
ど

の
手
術
も

可
能
と
な
り
、

地
域
の
健
康
の

守
り
手
と
し
て
そ
の
活
動
も
益

々
多
岐
に
及
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
 
 

ま
す
。
最
後
に
公
立
金
木
病
院

の
一
層
の
飛
躍
を
願
い
、

在
職

中
に
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様

の
〉
」
 

厚
情

に
感
謝
し
て
、
お
礼
の
挨

拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

叙
 

勲
 

▽
勲
六
等
瑞
宝
章
 

藤
元
唯
広
 

元
金
木
町
議
 

喜
良
市
廿
一
月
十

一
日
死
去
 

▽
勲
五
等
瑞
宝
章
 

白
川
竹
治
 

元
金
木
町
議

・
前
町
収
入
役
 

金
木
沢
部
ー
二
月
七
日
死
去
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豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
う
え
で
、
友
達

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
子
供
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
ご
ろ
の
子
供
た

ち
は
、
友
達
と
の
付
き
合
い
方
が
表
面
的
な
も
の
に
な
つ

て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
てい
ま
す
。
 

そ
こ
で
今
回
は
、「本
当
に
子
供
た
ち
の
友
人
関
係
は
希

薄
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
、ま
た
、「何
が
原
因
で
そ

う
な
っ
た
の
か
」
な
ど
を
、
平
成
二
年
版
の
青
少
年
白
書

を
も
と
に
、
子
供
た
ち
の
友
人
関
係
の
現
状
と
、
そ
の
背
 

友
人
関
係
の
現
状
か
ら

み
て
み
ま
 
い

る
の
で
す
。
「友
人
関
係
が
希
薄
に
 

し
ょ
う
。
 

．
 

な
っ
て
い
る
」
 
とい
わ
れ
て
い
る
の
 

「仲
の
よ
い
友
達
は

何
人

い
る
か
」
 
も
、
あ
な
が
ち
大
げ
さ
な
表
現
で
は

と
の
問
い
に
、
意
外

に
も
 
「二
十
人
 

な
い
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
 

以
上
」
と
い
う
回
答
が
も
つ

と
も
多
 

友
達
と

の
付
き
合
い
方
を
、
他
の

く
、
世
間
で

い
う
ほ
ど
子
供
た
ち
の

友
達

の
数
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

女
コ

と
こ
ろ
が
、
友
達
と
の
付
き
合
い
 
吋
 
⑩
 

方
に
問
題
が
あ
あ
郵
石
か

o
九
割
 
穀
無
 

近
く
の
子
供
が
、
友
達
に
対
し

て
心
 
の

に
 

の
深
」

と
こ
ろ
を
出さ
ず
に
、・」
く
 
鶏
 

表
面
的
な
付

き
合
い
方
を
し

て
い
ま
 
咳

・
 

誓

H
親
友
4

と
呼
ん
で
い
る
友
達
 
認
 

に
対
し
て
で
も
、
こ
の
よ
う
な
付
き
 
ー
き

合
い
方
を
す
る
子
供
が
、

約
半
数
も
 

景
を

み
て
み

ま
し
よ

う
。
 

友
人
関
係
の
現
状
か
ら

み
て
み
ま
 

―人の友運との深い付 
き合いを大切にする 

無回答 

▼
新
学
期
 
友
遣
を
考
え

る
 

予定のある日（月曜日～土曜日 

1
,
2
日
3
日
4
日
5
,6
日
 

(
 

国
と
比
較
し

て
み
ま
し
よ
う
（
図

一

参
照
）
。
「浅
く
広
く
付
き
合
う
よ
り
、
 

一
人
の
友
達
と
の
深
い
付
き
合

い
を

大
切
に
す
る
」
日
本
の
子

供
が
、
西

ド
イ
ツ
の
子
供
と
比
べ
て
少
な
い

の

が
目
に

つ
き
ま
す
。
表
面
的
な
付

き

合

い
方
し
か
し
て
い
な

い
子
供
が
、
 

思
い
の
ほ

か
多
い
の
に
は
驚
か

さ
れ

ま
す
。
 

友
遣

と
遊
び

た
く
て
も

遊
べ
な
い
子

供
た

ち
 

友
人
の
数
は
多

い
が
、
そ
の
付
き

合

い
方
が
表
面
的
な
も
の
と
な
っ

て

い
る
子
供
た
ち
 
。

こ
の
背
景

に

は
、
 一
体
何
が
あ
る
の
で
し
よ
う
。
 

こ
れ
に
は
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

生
活
環
境
の
変
化
、

特
に
、
子
供
た

ち
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で

あ
る
「
遊
び
」
 
の
時
間
が少
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

一
昔
前
な
ら
、
学
校

か
ら
帰
る
と

す
ぐ

に
遊
び
に
行
く
子
供
た
ち
の
姿

が
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
み

ら
れ
た
も

の
で
し
た
が
、
今
日
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
。
放
課
後
の
過
『
」
し
方
に

つ
い
 
 

て
、
こ
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
 

特
定
の
あ
る
晴
れ
た
日
に
調
べ
ら
れ

た
も
の
で
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
友
達

と
遊
ん
だ
子
供
は
、
わ
ず
か

一
五
・

五
％
、
八
割
強
の
子
供
が
遊
ば
な
か

っ
た
と

い
う
の
で
す
。
な
ぜ
遊
ば
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由

の
ト
ッ
プ
が
、
「塾
や
習
い
事
に

行
っ

た
か
ら
」
 
と
いう
も
の
で
し

た
。
 

塾
通

い
な
ど
の
予
定
の
あ
る
日
が
、
 

月
曜
か
ら
土
曜

ま
で
の
六
日
間
の
う

ち
、
何
日
あ
る
か
を
調
査
し
た
も
の

が
あ
り
ま
す
（
図
二
参
照
）
。
 一
日
も

な
い
子
供
は
わ

ず
か
で
、
九
割
以
上

の
子
供
た
ち
に
、
何
ら
か
の
予
定
が

あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
取
り
も
直

さ
ず
、
塾
や
習

い
事
に
追
わ
れ
、

友

達
と
遊
ぶ
時
間
が
な

い
子
供
た
ち
が

多
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
は
遊
べ
る
日
で
も
、
友
達

に
予
定
が
あ
る
と
、
家
の
な
か
で
テ
 
 

レ
ビ
や
漫
画
、

テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
相

手
に
、
 
一
人
で
遊
ぱ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
す
。
友
達
と
遊
び
た
く
て
も
遊

べ
な
い
 
そ
れ
が
現

代
の
子
供
た

ち
な
の
で
す
。
 

友
人
関
係
を
深
め

る
た

め
の

環
境
づ

く
り
が
大

切
 

子
供
が
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
は
、
大

人
が
考
え
る
以
上
に
重
要
で
す
。
遊

び
を
通
し
て
、
人
と

の
接
し
方
を
学

び
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り

ゃ
共

感
の
心
が
育
っ

て
い
く
こ
と
で
、
友

人
関
係
は
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ

の
貴
重
な
友
達
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
の
時
間
が
、
塾
や
習

い
事
な

ど
の
時
間
に
費
や
さ
れ

て
い
る
の
で

す
。
 

確
か
に
、

受
験
競
争
の
時
代
を
生

き
る
現
代
の
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
 

塾
や
習
い
事

は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ

ん
。
が
、
 一
方
、
友
人
関
係
も
、
子

供
の
人
間
形
成
に
お

い
て
必
要
な

こ

と
で
す
。
子
供
の
発
達
段
階

や
個
性

な
ど
に
応
じ

て
、
学
ぶ
こ
と
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
め
直
し
、
友
達
と

コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
考

え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
 

友
達
と

の
、
深
い
付
き
合

い
を
通

し
て
こ
そ
、
子
供
は
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
身
に
付

け
て
い
く
の
で

す
か
ら
 
。
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新
学
期
 
友
達
を

考
え
る
（
平
成
二
年
版
青
少
年
白
書
）
 

遊
べ
な
い
環
境
が
希
薄
な
友
人関
係
を
生
む
 

※
調
査
当
時
、
ド
イ
ツ
は
東
・
西
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
統
一
さ
れ
て

い
ま
す
。
 



伊
藤
忠
吉
さ
ん
（
東京
都
）
 

町
に
ビ
ッ
グ
な
寄
付
『

一
千
万
円
』
 

東
京
都
八
王
子
市
に
住
む
伊
藤
忠
吉
さ
ん
（
七
十
九歳
）
が
、
町
に

一
千
万
円
を
寄
付

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

伊
藤
さ
ん
は
、
公
認
会
計
士
と
し

て
会
計
事
務
所
を
開
設
し

て
い
る
が
「

い
つ
も
健

康
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
も
社
会
の
皆
様
の
お
か
げ
」
と
感
謝
、

い
ず
れ
相
応
分
を
社

会
に
還
元
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
も
故
郷
で
あ
る
金
木
町
に
昭
和
 

'

！
 
六

什
什
年
九
月
に
引
さ
続
き

」
午
万
円
 
公
口
計
一
一
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千
万
円
）
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

町
で
も
田
中
町
長
を
始
め
と
し

て
、
こ
の
申
し

出
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
「
大
切
に
つ
か
わ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
 

伊
藤
さ
ん
は
、
金
木
三
軒
町
の
出
身
で
、
現
在

金
木
小
川
町
に
住
む
伊
藤
サ
キ
さ
ん

の
お
兄
さ
ん

に
あ
た
り
ま
す
。
 


